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20世紀初期から独立までのインドネシア民族主義運
動史は,1926-7年を境に,二つの時期に分けて考えら
れるO第一期を民族主義運動の胎動期とするならば,
欝二期は,純正民族主義を主流とする統一行動確立の
時期と特徴づけられる｡この意味において,1926-7年
は,インドネシア民族運動史上,重要な一時点を構成
する｡
今世紀初頭における新興インドネシア知識階級の啓
蒙運動には,顕著なものがあったが,それは,ともす
れば,大衆より分離した運動であった｡知識階級の自
覚は,大衆にまで伝達されねばならなかった｡この役
割をイスラムの政治運動が演じている｡経済界におけ
る華僑勢力や西欧人の拾頭に反対するイスラム中産層
は,イスラム同盟 (Sar6katlslam)を結成し(1910),
自民族による経済と教育の高揚運動を展開する｡幅の
広い運動目標に,大衆との秤を象徴するイスラムが結
合することは,この運動組織を急速に膨張させ,1919
年には,SIの会員数は250万人にまで達している｡
しかし,ロシア革命の影響もあり,イスラム政治運
動は左傾化する｡ この傾向に関して,SI左派は, イ
スラムの指導層と対立,1920年にインドネシア共産同
盟を結成する｡独立した左派は,当時,未だ大衆組織
化の用具として重要な意味を持つイスラムと分離する
ことによって,弱体化し,1926-7年の革命にも失敗し
て,全面的に後退する｡他方,イスラムの政治運動も
又,保守革新の主導権争いのために衰退する｡このよ
うな情勢下において,スカルノを中心とする知識人に
より,完全独立を標槙する国民同盟が組織されたの
は,1927年であった｡
本書は,1926-7年における共産革命の社会 ･政治上
の背景を分析した蘭印政府の報告書の英訳である｡こ
の報告書は,オランダ政府が公表を好まなかった秘密
文書も含まれている｡インドネシア共和国政府の許可
を得て,コ-ネル大学の ｢現代インドネシア ･プロジ
ェクト｣によって公開されたものである｡報告書の内
容は,蘭印総督の報告,バンタム報告,スマ トラ西岸
部報告の三つより構成され,それに本書には,インド
ネシア政治史家,H.Bendaと R.T.McVeyの長
文の序論が附加されている｡この報告書は,単に近代
インドネシア政治史の理解のためのみならず,当時の
地方のイスラムの情勢や社会構造の理解にとって,極
めて重要な資料を提供すると共に,共産革命における
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